
58．p111 ５．点訳挿入符 

同音異義語についての質問です。 

「言葉のおもちゃ箱 伊奈かっぺい綴り方教室」伊奈かっぺい著の中に、同音異義語で「池、鯉、亀、

桶、家、翁⇒行け、来い、噛め、置け、言え、起きな」をあてているのですが、点訳挿入符で説明がいるか

と思うのですが、どこにどのように入れたほうが、読むにあたって流れを止めずに、本の雰囲気を壊さ

ずに伝えられるかと思い質問しました。 

文は以下の通りです。 

 

１．【池、鯉、亀、桶、家、翁…これらの文字を見るたびに命令形を思い、ムッとする性格なのだ。雀…暑

いだろうョなどと思ったりもするがね命令形。…池、鯉、亀、桶、家、翁。とりあえず声に出して読み別な

字に置き変えてみるアソビ…抱きつくように舐めまわす。声に出して嫁これも命令形に書き直せ、なん

てね。】と前半の文があり、（中略）、後半に【池、鯉、亀、桶、家、翁の命令形とはー行け、来い、噛め、置け、

言えとなる。『翁、いつまで寝ているつもりか』となれば、翁は起きなと命令形に変化する。雀…暑いだ

ろうョの雀は涼めに直すとわかりやすい。声に出して嫁とは声に出して読めとなる。】 

 

点挿イケブクロノ■イケ、サカナノ■コイ、ツルカメノ■ツル、フロオケノ■オケ、イエガラノ■イエ、

オジイサンノ■イミノ■オキナ点挿、を最初にでてきたところのすぐ後に１回のみ入れてはどうかなと

思っています。 

 

上記とは別に、もう一つ、以下の文があります。 

２．「おかしなコレクション・陶々おつむテン展と題して手作りの陶器、焼物の展覧会を開催したのは

1978 年（昭和５３年）。」 

 

「おかしなコレクション・陶々おつむテン展」のあとに、この〈陶々〉は点挿でトージキノ トー点挿と

説明したほうがいいのでしょうか？この後に、陶器、焼物の展覧会とあるので点訳挿入符での説明は

いらないような気がするのですが。 

 

【Ａ】 

１． 

【池、鯉、亀、桶、家、翁…これらの文字を見るたびに命令形を思い、ムッとする性格なのだ。雀…暑い

だろうョなどと思ったりもするがね命令形。…池、鯉、亀、桶、家、翁。とりあえず声に出して読み別な字

に置き変えてみるアソビ…抱きつくように舐めまわす。声に出して嫁これも命令形に書き直せ、なんて

ね。】 

⇒ この部分に一つ一つ漢字の説明をいれていると、とても冗長になり、読んでいて文意が把握し

にくくなると思います。ここは、それぞれ名詞を動詞の命令形に替えることのおもしろさを言っている

ので、 

【池、鯉、亀、桶、家、翁点挿すべて漢字の名詞点挿■…これらの文字を見るたびに命令形を思い、ム

ッとする性格なのだ。雀点挿鳥の名点挿■…暑いだろうョなどと思ったりもするがね命令形。…池、鯉、

亀、桶、家、翁。とりあえず声に出して読み別な字に置き変えてみるアソビ…抱きつくように舐めまわす。

声に出して嫁点挿お嫁さん点挿■これも命令形に書き直せ、なんてね。】 

 



【池、鯉、亀、桶、家、翁の命令形とはー行け、来い、噛め、置け、言え点挿動詞の命令形点挿と■なる。

『翁点挿おじいさん点挿、■いつまで寝ているつもりか』となれば、翁は起きなと命令形に変化する。

雀…暑いだろうョの雀点挿鳥点挿は■涼めに直すとわかりやすい。声に出して嫁点挿およめさん点

挿とは■声に出して読めとなる。】 

これだけで、文意は通じると思います。 

 

２．「おかしなコレクション・陶々おつむテン展と題して手作りの陶器、焼物の展覧会を開催したのは

1978 年（昭和５３年）。」 

「トートー■オツム■テンテン点挿「トー」ワ、■トーキノ■トー、■サイゴノ■テンワ■テンランカイノ

■テン点挿」と書けば、漢字の当て字であることが分かると思います。 

 

                                 『点訳フォーラム』より 

 

  Q２．                              Q１． 

 


